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論文要旨 

この論文の目的は、ニューカレドニア、フランス、日本の間のゲニウス・ロキの現象を研究することを通して、人間と

場所の詩的な関係を探ることである。それをアートと人類学を横断する映像人類学的アプローチによって、探求する。 

ラテン語で「場の精」を意味するゲニウス・ロキは、もともと古代ローマ人が特別な土地に祀った神や守護霊の存在を

意味していた。 

時が経つにつれ、この言葉は新たな定義を得つつ、ゲニウス・ロキに新たな特性を与えるようになった。それは、建築

物に影響を与える雰囲気 、神話やアーティファクト、特異な儀式の創生を活性化させる力の流れ、ある場所で起きた複1

数の歴史的な出来事の結合、能動的な記憶 、幽霊 …こういったものを指すようになった。作家のアンソニー・ポワロ2 3

ドーは、我々は「場所のイメージの中に立っていると信じているとき」に、ゲニウス・ロキを感じるという。特別な場

所に向き合うことで、その場所は、アートが我々に予見させるイメージを、そして我々が記憶に留めていたであろうイ

メージを、突如呼び起こすかもしれないのである 。 4

目に見えず、無形で、変幻自在なゲニウス・ロキの存在は、具体性と仮想性の間で絶えず揺れ動いているようである。

第1章で筆者は、マヤ・デレン、リジア・クラーク、アレハンドロ・ホドロフスキーの魔法のような美術的実験を通して、

この遷る現象のメタファー的な次元を探ることを意図する。 

ゲニウス・ロキを単一の表現方法に還元することが不可能であるのと同様に、地理的・文化的に単一のアイデンティティ

を付与することもできない。 

人類学者アナ・ツィンのセレンディピティ的なアプローチ に影響を受け、またニューカレドニアの鉱山でカナックの5

人々、フランス人入植者、日本人移民を結びつけたニッケル採掘の歴史 を再発見したことで、筆者は2016年から出生地6

のニューカレドニア、出身地のフランス、そして現在居住している日本の間で、本研究を展開している。 

マリリン・ストラザーンやジェームス・フォックスなどのオセアニアに関する人類学者は、「topogeny」 や7

「metaphor」 といった用語を導入しており、それらに影響を受けた筆者は、第2章で、メラネシアにおける空間性の8

概念を通じて、ゲニウス・ロキを研究する計画である。 
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ニューカレドニアでは、場所の記憶とそこに住むカナックの人々のアイデンティティが密接に関連している。 彼らが住

む土地の名称、口承の神話、先祖らの住む「見えない世界」との境界について語る夢の物語 に、一族（クラン）の血筋9

の歴史を読むことができる。しかし、植民地化と福音伝道、ニッケルの採掘、大規模開発と気候変動による海面上昇10

を通じて、この詩的でメタファー的な「場所」との関係は、今や様々な問題に直面し、変容している。 

上記の研究背景を説明した後、筆者はニューカレドニアのウベア島の住民を対象として行った美術的実験（パフォーマ

ンス、エッセイフィルム、テキスト、翻訳など）とインタビューに基づいて、フィールドワークの経験を説明する。 

この作業は、研究対象である行為を自ら行うことでその行為の原因を理解することを図るティム・インゴルド 、およ11

びメラネシア人によって行われたメタファーにまつわる慣行の再定式化を目論むマリリン・ストラザーンの意志を継ぐ

ものである。 

加えて、メラネシアにおける空間性の概念は、メタファーの観点からゲニウス・ロキの現象を研究することを可能にす

るだけでなく、映像人類学における実験的な研究方法の創造を促し、アーティストであり研究者であるとは何かという

問いも投げかける 。 12

文学理論家のジェラール・ジュネットの、美術作品の内在性と超越性に関する文献 や、前述の人類学者らのアーティ13

ファクト（人工物・収蔵品）の流動性に関する理論に依拠して、筆者は論文の最終章で、ゲニウス・ロキと美術作品の

類似性について考察する。このどちらも、物質性と非物質性の間、現実と仮想の場所の間で、限りないメタファー的な

遷り変わりのプロセスの結果である。言い換えれば、どちらも数多くの翻訳の賜物である。 

ゲニウス・ロキは決して固定されたものではなく、イメージの流れ、物語の流れ、身振りの流れ、そして時間と空間に

おいて美術作品の様相を曖昧にする絶え間ない変化という流れに巻き込まれている。 

人がゲニウス・ロキを見て感じることは、その動的な軌跡の中のほんの一瞬に過ぎない。それと同じように、美術作品

が美術的実践の過程で形を獲得して具体的になったと思われるまさにその瞬間に、作品はすでにその具体性を失ってい

る。作品を成り立たせる素材や、作品が参照するものと作品が我々に喚起するものの構成は、即座に新しい場所へと無

限に展開する。そして、この具体性と仮想性の間に翻訳を引き起こす「媒体」を研究することは、特に興味深い。美術

作品の場合、それはアーティスト自身に他ならない。 

ゲニウス・ロキをアートの実践を通して研究し、逆にゲニウス・ロキの視点からアートの実践を研究し、また、翻訳す

る媒体を問うことで、人間が住む場所や創造する場所との関係に新たな光を当てる。そうすることで、アートと人類学

の両分野に新たな共通の視点をもたらすことが、本論文の目的である。
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